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統計的に確実な事実を見出し積み重ねることが要求され

ている．

　　　　　　5．梅雨量の7～9年周期
　第2図中段の曲線は梅雨量の変化から2年と3．5年の

短周期を除き，さらに11年以上の長周期変化を分離した

ものである．一見して7年位の周期があることが分る

（図に極小年の卵をつけてある）が，1920年頃は崩れてお

り，1904年から1940年までは9年周期が卓越している．

この9年周期（図の極大年の印を見られたい）はかって田

島氏が調査された太平洋高圧帯の南北変動（第二図上段）

とよく対応しており，福田氏による海水温の経年変化

（第二図下段）とも類似している．即ち，中緯度高圧帯

が南偏する時は梅雨前線の停滞が長ぴき雨量を多くする

傾向があり（この時三陵沖の水温が高いことに注意さ

れたい），北偏した時は梅雨量が少くなるという結果に

なっている．この結果は一応総観的にも頷づけるであら

う．1910年以前と1940年以降近年は9年周期が崩れて7

年周期が卓越しているが，この振幅は40～50％，雨量に

して100～120耗の大いさである．

　　　　　　　　　5。結　　び

　以上の結果を要約すると，東北地方南部における梅雨

量の経年変化には，

　1）50～60年の周期と思われる長期傾向があり，近年

気象における調査と研究

　調査といい，研究といっても，その間にはっりした区

別があるわけではありません．しかし，大雑把にいっ

て，そのく方法＞にちがいがあるといえます．すなわ

ち，研究においてはある未知の法則を発見するために，

暗中模索しながら，いろいろの方法を適用し，試行錯誤

の努力をかさねるという性格がいちじるしく出ておりま

す．だから，研究の方法を発見することがその中心課題

となっているといって言い過ぎではないでしょう．これ

に反して，調査の方は，個々の方法は研究の結果正しい

と一応承認されたものを用い，大量の現象についてこの

方法を適用し，より高次の法則を癸見しょうとするので

す．高次といっても，その方法が既成の研究によって保

証されているという意味において，調査の方を研究より

は一段下のものとみる傾向があります．しかし，これは

明らかにまちがいで，研究にも優劣があり，調査にも良

否があり，要はそれが人類に与えた利益の大小によって

価値を判定すべきものであります．

　ともあれ，調査においては，定まった方法によって大

量の資料を扱うのが特徴であるとするならば，その精密

な調査計画が必要となります．特に，気象調査において

は，種々の方法の中から適当なものを選択し，麻の入り

みだれたようなものの中から，目的とする高次の法則を

発見してゆかなければなりません．ところが，従来は確

実な気象法則が少ないために，このく法則＞の探究にの

は多雨期間に入っている．

　2）11年位の周期が太陽黒点数の変化と逆位相できれ

いに対応し，その振幅は平年比約15％である．

　3）中緯度高圧帯の南北変動や三陵沖海水温の変化と

一致する7～9年の周期が顕著である．

　なお，これらの相互関係の考察については個々の資料

を丹念に再検討しなければ全く推測の域を出ないことに

なるので，一応具体的に以上の事実があることを報告す

るにとどめる．終りに，こ・では梅雨量を個々の年につ

いて論じているのではなく，移動平均操作によってその

傾向的対応を示したものであることをお断りしておきた

い．
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み心をうばわれ，気象調査の方はおろそかにされてきま
した．

　そのため気象調査はさっぱり軌道に乗らないでしまっ

たのです．しかし，今こそ，それが必要になって来たの

です．民生気象の確立といい，災害防止・国土開発の要

求といい，既に発見された法則の大量資料への適用によ

ってかなり達成できるという見込みがっいて来たからで

あります．われわれは，今日を出発点として気象調査の

体系を確立したいものです．

その体系の私案を次にあげておきます．（TW）
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